
財務省をもっと身近に

市民に向けた財政・経済講演会（大津市）

令和6年12月6日
財務省 近畿財務局 大津財務事務所

KINZAI NEWS VOL.130

地域経済の実情やニーズを把握して財務省の施策に反映させる、いわば財務省と地域をつなぐパイプ

の役割を果たす財務局ですが、市民の知名度はそこまで・・・

そこで、財務局を市民にもっと身近に感じてもらおうと、11月11日に講演会を開催しました。

講演テーマは「お金について」
今年７月に新しい紙幣が発行されました。

財務省の国庫課で新紙幣の企画段階で携わり、

かつ直前は造幣局に勤めていた日野幸男・大

津財務事務所長が、お金の歴史から硬貨・

紙幣の技術や裏話、そして未来のお金の

可能性について、市民の皆様にお話ししまし
た。

日野幸男
大津財務事務所長

当日は市民など30名が集まり、所長の話に真

剣に耳を傾けられていました。

アンケートでは、日本の将来に不安があり、財

政や経済情勢をもっと知りたいなど、国の財

政に興味を持つ方が多いことが伺い知れ、

財務省の総合出先機関として、国の財政に

ついて市民の皆様により情報発信して

いく必要性を強く感じました。

（講演資料の一部）
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